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29 ガートルード・ジーキル著・土谷昌子訳『Colour Schemes for the Flower Garden ジーキルの美しい庭―?花の庭の色彩計
画』p.206，平凡社（2008）
30 農大 前掲書 p.190（2011）
31 ジーキル・土谷 前掲書 p.206（2008）
32 ジーキル・土谷 前掲書 p.14（2008）
33 ジーキル・土谷 前掲書 p.6（2008）
34 ジーキル・土谷 前掲書 p.6（2008）
35 紫竹昭葉著『咲きたい花はかならず咲く』p.28，p.78，KADOKAWA（2015）
36 高田 前掲書 p.149（2013）
37 赤川裕「わが国におけるガーデニング研究の一側面」日本造園学会誌：ランドスケープ研究，65(1)，3-6（2001）





































地域 ガーデン名称 所在地 一般公開年
紫竹ガーデン 帯広市美栄町 1992年
十勝ヒルズ 幕別町 2004年




旭川・上川 大雪森のガーデン 上川町 2013年
北彩都ガーデン 旭川市 pre-open2013，2015完成

























































































































































































































































オオバナノエンレイソウ ４月～５月 ― 北海道の自生種
エゾノリュウキンカ ４月～５月 ― 〃
ブルンネラ ５月～６月 ４月～５月
ヒマラヤの青いケシ ６月 ― 信州の高山に群生地有
ラッセルルピナス ５月～７月初 ５月中～６月中 北海道では宿根草，暖地
域では１年草，夏に休眠
レンゲつつじ ５月～６月 ４月中～５月中












エゾリンドウ ８月～９月 ８月下旬～10月 道外：笹リンドウ
ホトトギス ９月～10月 ９月～10月
トリカブト ９月～10月 ８月～10月
（注）天候によって開花は変化するので絶対ではない。
出所：表１に示すガーデンのパンフレット，『ようこそ北のガーデニング』（北海道新聞社刊，2001），
大阪府立花の文化園植物図鑑web，講談社編『だれでも花の名前がわかる本』等
ると花は欠かせない。１世紀半もの間（1600年代か
ら1700年代前半），男性が造園に情熱を注いでいた
ときは，花は庭園から姿を消していた」??という。日
本庭園の作庭者のほとんどが，最近まで男性である
ことは，それを如実に物語っている。富良野市の「風
のガーデン」の作庭に関わった脚本家の倉本聡も戦
時中の記憶からターギットが述べたことと同じこと
を話している。木は好きであるが，花は短命である
というイメージがあって，美しいほど虚しい感じが
するので好きではなかったと??。しかし，上野ファー
ムのガーデンづくりに関係して花を見る目が変わっ
たという。
そもそもイングリッシュ・ガーデンの立役者は女
性のガートルード・ジーキルであり，彼女が考えた
ガーデン・デザインの基本が，今も生き続けてガー
デンは発展を続けているのである。このように見て
くると，ガーデンは女性の時代を映すものと位置付
けることが可能でもあろう。そこで，北海道のガー
デンをみると，実に多くの女性たちの活躍があって
花開いているといえる。紫竹ガーデンの紫竹昭葉，
上野ファームの上野砂由紀，銀河庭園の庄司トモ子，
バニー・ギネス，十勝千年の森の新谷みどり，恵庭
のオープンガーデンに関わった内倉真由美などが挙
げられよう。大雪森のガーデンや風のガーデンの
ガーデンデザインにも上野砂由紀が関係している。
もちろん上記の人たちだけではないことは言うまで
もない。ガーデンは決して権威を象徴するものでは
なく，市井の人たちの価値観や感性に基づくものな
のである。
まとめ
最近出版された本のタイトルに『世界は解らない
ことだらけ，なので調べてみた』というのがある。
本稿は『ガーデンについて解らないことが多すぎる。
なので調べてみました』ということになろうか。ガー
デンは単に花畑や花壇をたくさん集めたものではな
いこと，定まった様式・ルールがあるわけではない
が，自然風であること，植物，特に宿根草が自然の
ように繁茂するところであり，地域に根差し，郷土
種が大切にされる花卉中心の庭であり，ポタジェを
有することもある。そして北海道を除くと一般には
大きな面積を有していない庭である。
北海道は新しい庭園文化，つまりガーデン文化を
発信できるところだという考えについて，時代，気
候風土，地域住民性という点から検討した。ガーデ
ンが北海道において発展しているのは，上記の３点
がプラスに働いている結果であることが推察され
た。
北海道のガーデンは，コテッジガーデン，イング
リッシュ・ガーデンの概念の流れのなかにありなが
ら広い面積を持つ特徴がある。北にあって広大な土
地に作庭されたガーデンは北にしか見られない要素
を持ち，他の地域では決して作庭できない北海道の
ガーデンである。そこでその観光価値及び観光マー
ケティングについて第２報で検討する。
注
（注１) 681か所の庭園の中に北海道の庭園が11ヵ
所含まれる。八雲町にある梅村庭園は町指定
の重要文化財であり，北海道では数少ない池
泉回遊式庭園である。また函館市の最古の寺
院・高龍寺の庭園や紫陽花が有名な小樽市の
旧青山家別邸庭園など11か所のうち10か所
は日本庭園である。道庁赤れんが前庭だけが
西洋庭園である。これら11か所の庭には水が
あり石があり，花も咲き当該地域の風土的特
色を示す庭園ではあるが，いずれも旅行ガイ
ドブックなどで北海道のガーデンとして紹介
されてはいない。
（注２) 浜名湖湖畔で行われた「静岡国際園芸博覧
会―?花・緑・水～新たな暮らしの創造―?」
は2004年４月８日から10月11日までの
187日間行われ，5,447,788人の入場者があっ
た。
（注３) ジーキルの際立つ功績のひとつが，ボー
ダーガーデンの美しさである。花の色の組み
合わせにおいて，たとえば白や中間色の花，
同じ青でも微妙に色合いの異なる青を隣同士
に置いたり，ボーダーの中心に向かって黄色，
オレンジ，赤の花を置いたりすることによっ
て微妙な色合いが生まれるガーデンとなる。
また，ボーダーガーデンの花が次々と咲いて
いくように花を組み合わせたり，背後に向
かって花の丈が高くなるように植栽する。
（注４) アースガーデンはイギリスの庭園デザイ
ナー・ダン・ピアソンがデザインしたもので
あり，2012年英国ガーデンデザイナーズ協会
賞選考で，最高位の大賞を受賞した。
44 ガブリエル・ターギット著・遠山茂樹訳『花と造園の文化事典』p.185，八坂書房（2014）
45 上野砂由紀著『ガーデン花図鑑』p.92，㈱日本インテグレート（2014）
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